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【更新履歴】 
２０２６年 
・1 ⽉ 24 ⽇ 3.8 公開（トップページの変更） 
 
２０２５年 
・12 ⽉ 8 ⽇ 3.7 公開（Google アカウントログイン改善、メディアボタンレイアウト、タ
グ管理、グループ管理の機能充実等） 
・11 ⽉ 6 ⽇ 3.6 公開（登録メニューを廃⽌し、調べるメニューへ変更、ジャパンナレッ
ジ School との連携、バグフィックス等） 
・10 ⽉ 21 ⽇ 3.5 公開（内部処理⼀新、メニュー、グラフ表⽰、リスト検索等の仕様変
更） 
・6 ⽉ 14 ⽇ 3.1 公開（Microsoft アカウント対応、スマホ対応、教員画⾯等の仕様変更） 
・5 ⽉ 17 ⽇  2.6 公開（グラフ表⽰、登録画⾯など仕様変更の反映） 
・3 ⽉ 18 ⽇  2.5 公開（NDC 対応等、仕様変更の反映、モデル図追加） 
・３⽉ 11 ⽇ 2.4 公開（利⽤申し込みに関する記載追記） 
・３⽉４⽇ 2.3 公開（⼀般利⽤開始にあわせた修正反映） 
・２⽉ 20 ⽇ 2.2 公開（タグ関係のインターフェース修正反映） 
・２⽉  7 ⽇ 2.1 公開（タグ関係・全体のインターフェイス修正） 
・１⽉ 26 ⽇ 2.0 公開（タグ機能の搭載、その他インタフェース修正の反映） 
・１⽉２⽇ 1.5 公開（ウェブサイトの URL による解析機能追加の反映） 
 
２０２４年 
・12 ⽉ 23 ⽇ 1.4 公開（ワードクラウド、C コードによる分類、リストからのリンク、フ
リガナ⼊⼒等追加の反映） 
・11 ⽉ 22 ⽇ 1.3 公開（論⽂の DOI コードによる検索機能追加の反映） 
・11 ⽉ 19 ⽇ 1.2 公開（デザイン調整） 
・11 ⽉２⽇ 1.1 公開（デザイン調整、グラフの変更、検索・ソート機能の追加、メモ機
能の追加を反映。マニュアル構成の⾒直し） 
・10 ⽉ 31 ⽇ 初版 1.0 公開 
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1 はじめに 
 この度は、情報収集・可視化・共有⽀援サービス「RefNavi（レフナビ）」をご使⽤い
ただきありがとうございます。RefNavi は、児童⽣徒が探究学習等で情報を集める場⾯を
対象に、次のような⽀援を⾏うことを⽬指しています。 
 
1 集めた情報の出典の⼊⼒を簡単にします。出典や根拠のあいまいな学習から、確かな

情報に基づく学習へのステップアップを⽀援します。 
2 児童⽣徒個別の情報の収集状況を可視化します。情報リストとグラフにより、 
(a) 教員はタイムリーなアドバイスができるようになります。 
(b) 児童⽣徒は、⾃⾝の取り組み状況がわかり、新たな気づきを得ることができます。 

3 児童⽣徒・教員が収集した情報を共有できます。教員からのお勧め紹介や、⽣徒どう
しで、あるいはグループ内で⽂献を共有するといった使い⽅ができます 
 

 本サービスは、JST（科学技術振興機構）第３期戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）「ポストコロナ時代の学び⽅・働き⽅を実現するプラットフォームの構築」事業
の⼀環として運⽤するものです。少なくとも研究開発期間である 2028 年 3 ⽉までは無償
利⽤できます。事業の概要は以下のサイトをご覧ください。 
・https://www.jst.go.jp/sip/pos/ 

 RefNavi は参考⽂献アプリ「まいれふ」*をもとに開発されました。 

登本洋⼦, 板垣翔⼤, 伊藤史織, 堀⽥⿓也. (2017). メディアの特性を踏まえた情報収集を促進す
る⽣徒向け参考⽂献管理システムの開発と評価.教育システム情報学会誌, 34(3), 261-273. 

 本プロジェクトのメンバーは以下の通りです。 
稲垣 忠（研究責任者） 東北学院大学 
高橋 雄介  京都大学大学院 
庭井 史絵  青山学院大学 
登本 洋子  東京学芸大学 
荒木 貴之 日本経済大学 
堀田 雅夫 一般社団法人デジタル認証サービス機構 
佐藤 靖泰 L&ConEdu 
若林 雅子 東北学院大学大学院 
マース・アレクサンダー 東北学院大学 
張 詩楓 東北学院大学大学院 
以下のメンバーは 2025 年３月まで  
宮  和樹  ベネッセ教育総合研究所 
住谷 徹   ベネッセ教育総合研究所 
大沼 宙生 東北学院大学大学院 
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2 RefNavi の利⽤にあたって 
・RefNavi はクラウドサービスとして提供しています。Chrome、Safari 等のWebブラウザ
上で動作しますので、アプリケーションのインストールは不要です。 
・端末はWindows, Chrome book, iPad, スマートフォン等、Webブラウザが動作するもの
であれば使⽤できます。ただし、機種によってカメラ機能が動作しない場合があります。 
・利⽤にあたり、Google アカウントまたは Microsoft アカウントが必要です。アカウント
発⾏元の設定によってはご利⽤いただけない場合があります。 
・RefNavi には、教員⽤アカウントと児童⽣徒⽤アカウントがあります。それぞれの区別
は以下の通りです。各機能の詳細は、次節をご覧ください。 
 

 教員 
アカウント 

児童生徒 
アカウント 

情報の登録・修正・削除 ◯ ◯ 
リスト表示・出力 ◯ ◯ 

（自身・共有されたデータ） 
グラフ表示 ◯（自身・グループ 

・個別の児童生徒） 
◯（自身・グループ） 

グループ 作成・参加（複数可） 参加のみ（複数可） 
メッセージ 送信・チェック確認・削除 閲覧・チェック入力 
テーマ設定  

グループで一覧表示 
自身の変更 

グループで一覧表示 
タグ 個人タグの作成・修正・削除 

グループ・カスタムタグの 
作成・修正・削除 

個人タグの作成・修正・削除 
グループ・カスタムタグの 

登録 
 
３．利⽤申し込み（学校の登録） 
・RefNavi を利⽤するには、はじめに学校単位でお申し込みいただく必要があります。 
・利⽤にあたり、プライバシーポリシーを策定しております。ページの下⽅にあるプライ
バシーポリシーをご確認ください。 
・トップ画⾯（https://www.refnavi.net)を開き、「利⽤申し込み」をクリックし、Google
フォームから必要事項を記⼊・送信してください。 
・事務局にてフォームの記載内容の確認が終わると、教員としてログインするためのパス
ワードを発⾏します。 
・学校に確認の連絡を差し上げる場合があります。 
 
４．ログインおよびアカウント登録 
1 Refnavi(https://www.refnavi.net)へアクセスする。 
2 ログインボタンをクリック 
3 Google でログイン／Microsoft でログインのいずれかをクリックする。 
 ここで求められるパスワードはご使⽤の Google または Microsoft アカウントのパスワー
ドをそのまま⼊⼒します。パスワード情報が RefNavi側に送信されることはありません。 
※ v3.8 より「https://www.refnavi.net/」で表⽰されるページを事例やニュース等が表⽰
されるポータルに移⾏しました。直接、Google/Microsoft アカウントのログインペー
ジを開くには、「https://www.refnavi.net/index.php」にアクセスしてください。 
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以下は初回ログイン時のみ必要です。 
 
4 「先⽣」を選択した場合は、先⽣⽤パスワード（学校ごとに発⾏）で認証すると、教

員として使⽤できるようになります。 
5 「児童・⽣徒」を選択した場合は、最初に所属するグループコード（教員アカウント

が発⾏します）を⼊⼒し、登録する。 
⭐教員アカウントでログインし、グループを作成してからでないと児童⽣徒はログインで
きません。 
 
５．システム構成図 
 
・⽣徒でログインした場合と教師でログインした場合とで、調べる、リスト、グループの
３つの機能は基本的には同じ画⾯です。グラフは表⽰の仕⽅が異なります。 
・図の⾚⽂字部分が教師のみが利⽤できる機能です。 
・(i)〜(iX)が以下の各画⾯説明と対応します。 
・⽣徒の画⾯を確認したいときは、画⾯上部の「⽣徒モード」をオンにしてください。 
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６．各画⾯および操作説明 
(i) ホーム画⾯ 

 
① アカウント名：アカウント名が表⽰されます。 
② グループ名：参加しているグループ名が表⽰されます（⽣徒・教員は複数のグループ

に参加できます。いつでも切り替えできます。） 
③ ホーム：この画⾯に戻ります 
④ 調べる：調べるためのリンク集や他のサービスからの読み込みをします 
⑤ リスト：登録した書誌情報の確認・修正・削除と、参考⽂献リストの出⼒を⾏いま

す。タグの管理もこちらから⾏います。 
⑥ グラフ：個⼈およびグループの書誌情報の登録状況をグラフ表⽰します。 
⑦ グループ：グループメンバーの確認・グループへの参加と、グループの作成、メッセ

ージ送信（教員のみ）を⾏います。 
⑧ サインアウト：サインアウトし、ログイン画⾯に戻ります。 
⑨ テーマ(⽣徒のみ)：探究学習のテーマを⼊⼒します。いつでも更新できます。 
⑩ メッセージ(⽣徒のみ)：教員からのメッセージを確認できます。「チェック」をクリ

ックすると先⽣に確認したことが通知されます。 
⑪ メディアの選択：選択したメディアの情報登録画⾯を開きます。 
⑫ 最新情報リスト：教員の場合はグループの最新情報と情報数が、⽣徒は⾃分で登録し

た情報の最新 5件が表⽰されます。タイトルをクリックするとリストに移動します。 
⑬ ワードクラウド：グループ内に登録された情報のジャンルに基づいて多いものを⼤き

な⽂字で表⽰します 
⑭ メモ：メモを保存できます(他者・先⽣には共有されません)。 
⑮ ⽣徒モード：教員アカウントでログインしている際にここで⼀時的に⽣徒⽤の表⽰に
切り替えることができます。 
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(ii) 調べる画⾯ 
 「調べる」には２つの機能があります。 
＜リンク集＞ 

 
① リンク集を検索します。 
② リンク集です。学校ごとにカスタマイズすることも今後できるようになります。 
 
＜読みこむ＞ 
 ジャパンナレッジ School の引⽤情報を読み込みます。他のサービスからも今後、リクエ
ストに応じて追加していく予定です。 
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(iii) 情報登録画⾯ 
 RefNavi では、本、ウェブサイト、新聞など 10種類のメディアの情報を登録できます。
メディアごとに登録する項⽬は異なります。ここでは本、論⽂について紹介します。 

 
 

1 ISBN コード／DOI コード⼊⼒欄／URL ⼊⼒欄 
・本の場合、ISBN コードにより書誌情報を⾃動⼊⼒します。２通りの⽅法があります。 

(a) ISBN コードを⼊⼒し、「照合」をクリックすると NDL（国⽴国会図書館）
サーチのデータベース検索し、書誌情報が⼊⼒されます。 

(b) カメラアイコンをクリックすると端末のカメラが起動し、バーコードを読み
取り、その結果をもとに、NDL サーチのデータベースを検索します。 

・論⽂の場合、DOI コードにより書誌情報を⾃動⼊⼒します。Crossref（国際DOI財団）
の APIおよび JalC（ジャパンリンクセンター）の API から検索しています。 
・ウェブサイトの場合、URL を貼り付け、「解析」をクリックすると⾃動⼊⼒されます。 
2 NDC 
・⽇本⼗進分類の分類記号を⼊⼒すると、本の分類に基づくグラフやワードクラウド表⽰
ができます。集計は、NDC10 の上２桁を参考にしています。 
3 ジャンル・図書種別⼊⼒欄 
・図書以外のメディアは、直接ジャンルを指定することでグラフに反映されます。 
・本の種類を選ぶと、種類別によるグラフ表⽰ができます。 
４ 情報⼊⼒欄：書誌情報を⼊⼒します。メディアによって項⽬は異なります。⾚い「*」
印が必須⼊⼒項⽬です。⻘い「*」はいずれか１つは⼊⼒します。著者・書名のフリガナは
⾃動⼊⼒されますが、正しい表⽰にならない場合があります。その場合は⼿動で修正して
ください。 
５ メモ欄：必要な事項を⾃由にメモしておくことができます（⾃動保存されます）。 
６ タグ選択欄 
・個⼈タグ、グループタグ、カスタムタグをセットできます。タグは複数セット可能です。  

① ②

⑤

④

⑥

③
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(iv) リスト画⾯ 
リスト画⾯では、上段にはご⾃⾝が登録した情報の⼀覧が表⽰されます。下段には、⽣

徒アカウントではグループ／カスタムタグで共有されている情報が閲覧できます。教員ア
カウントでは、グループ全体、特定の⽣徒のリストの閲覧と、情報の修正ができます。図
書、論⽂、Web などの URL 記載がある項⽬は、タイトルをクリックすると別のタブで表
⽰できます。 

画⾯上部の２つのボタンでリスト表⽰とタグの管理を切り替えます。 

 

 
 
① 検索：リストの分類（メディア）・タイトル・著者・タグからキーワード検索し、し
ぼりこみをします 

② 項目名：クリックすると、分類、タイトル、登録日時の順で並べ替えします。初期値
は登録日時が新しい順です。 

③ 詳細・チェック：詳細をクリックすると登録した情報の確認・修正ができます。右側
のチェックをいれると、⑦⑧⑨にある機能を実⾏します。 

④ リスト：登録した情報リストを 10件ずつ・20件ずつあるいは全て表⽰します。 
⑤ 表⽰中全て選択：表⽰中の情報全てにチェックをいれます。全て選ぶ際は４のリスト

を「全て」に切り替えてください。 
⑥ 表⽰中の選択解除：表⽰中の情報全てのチェックを解除します。 
⑦ 出⼒ボタン：チェックをいれた情報の参考⽂献リストを作成します。 
⑧ タグボタン：チェックをいれた情報のタグを管理します。 
⑨ 削除ボタン：チェックをいれた情報を削除します。 
⑩ タグでしぼりこみ：⾃分の情報リストのうち該当するタグを設定しているもののみを

表⽰します。 

①

②

⑤
④

⑥

③

⑦ ⑧. ⑨

⑩
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(v) リストの出⼒画⾯ 
 

 
 
・参考⽂献リストの書式を、MLA 第 9 版(MLA９th)、APA、ハーバード式(Harvard)、
Bibtex、SIST02、学びの技から選択できます。初期設定は「学びの技」が選択されていま
す。 
 
・上記以外のスタイルを希望される場合、問い合わせ窓⼝よりリクエストください。 
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(vi) タグ管理の画⾯ 
 RefNavi では、⽂献ごとにタグをつけることができます。１つの⽂献に複数のタグを割
り当てることができます。タグは個⼈タグ、カスタムタグ、グループタグの３種類です。 

 
個⼈タグ：⽂献を⾃分で管理するために使います。「テーマ１」「テーマ２」などテーマ

ごとのタグや、「論⽂提出⽤」「プレゼン⽤」など出⼒⽤途別のタグなどの使い⽅が考
えられます。④の「修正」から共有範囲を変更するとカスタムタグに移動します。 

カスタムタグ：ユーザーごとに共有範囲を変更できるタグです。教員のみが作成、共有範
囲を管理できます。グループを越えて⽂献を共有したり、グループ内のサブグループの
ように使うことができます。 

グループタグ：グループ作成時に⾃動的につくられるタグです。教員・⽣徒はグループタ
グを付与することで、同じグループの他のメンバーと⽂献を共有できます。グループタ
グの名称は教員のみ編集できます。 

 

 
 
① 新しいタグを作ります。作られたタグは個⼈タグに追加されます。 
② タグ名をクリックして編集します。別の場所をクリックすると修正が反映されます。 
③ タグが付与されている⽂献リストを開きます。 
④ 共有範囲（教員のみ）：どのタグを誰と共有するのか修正できます。個⼈タグに共有
者を設定すると、カスタムタグになります。カスタムタグから共有者を無くすと個⼈
タグに戻ります。 

⑤ 選択したタグを削除してよいか確認画⾯が表⽰されます。 
⑥  グループタグの名称を変更できます。 
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(vii) グラフ画⾯ 
登録した情報について、以下の４種類のグラフで可視化します。 

 
＜⽣徒アカウントの場合＞ 
⾃⾝とグループ全体を対⽐したグラフが表⽰されます。 

 

 
 
① 時系列グラフ：個⼈及びグループの情報登録数を時系列で表⽰します。最初の登録⽇

から最新の登録⽇までを４分割して表⽰します。 
② メディア別グラフ：個⼈及びグループの情報登録数をメディアの種類ごとに表⽰しま

す。外側がユーザー、内側がグループです。 
③ ジャンル別グラフ：個⼈及びグループの情報登録数をジャンル別に表⽰します。 
④  本の種別グラフ：個⼈及びグループの図書の登録数を本の種類ごとに表⽰します。 
 
⑤ 最新の５件の情報リストです。クリックするとリスト画⾯に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①

⑤

② ③ ④
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＜教員アカウントの場合＞ 
 

教師画⾯では、４種類のグラフごとに⽣徒個別の状況を⼀覧表⽰できます 
 

 
 
 
①表⽰するグラフを切り替えます。「まとめのグラフ」をクリックするとグループ全体の
画⾯に戻ります。 
②グループ全体のグラフを表⽰します。 
③グループ全体の最新の登録情報です。クリックするとグループのリストに移動します。 
 
上記①でグラフを選ぶと以下のような⽣徒別のグラフが表⽰されます。登録情報が多い
順に表⽰されます。名前をクリックすると、その⽣徒のグラフ画⾯に移動します。 
 
 

 

 

①
②

③
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(viii) グループの画⾯ 
上段がグループの⼀覧、下段がユーザーの⼀覧です。⽣徒はグループメンバーの確認と

新しいグループに参加することができます。教員はグループの作成、グループメンバーの
並び替え、メッセージの発信等を⾏うことができます。 
 

 
 
 
① グループ⼀覧：参加しているグループとそのグループの教員⼀覧が表⽰されます。検

索、並べ替えができます。教員の場合はグループへのメッセージ、リスト、グラフへ
のリンクアイコン、グループコード、グループの削除ボタンが表⽰されます。⽣徒の
場合、グループ名と先⽣名のみが表⽰されます。 
現在、教員をグループから削除する機能を実装しておりません。そのような操作が必
要な場合、お問い合わせ窓⼝からご連絡ください。 
 

② ⽣徒⼀覧：グループに参加しているメンバー、メンバーのテーマを表⽰します。教員
の場合は⽣徒へのメッセージ、リスト、グラフ表⽰、⽣徒をグループから削除するボ
タンが表⽰されます。 
「ソート順」のところにフリガナが⼊⼒されていますがシステムが⾃動で設定したも
ののため、実際の名前と異なる場合があります。また、フリガナの前に「01」「02」
など挿⼊することで任意の順番で表⽰することも可能です。 

 

①

②
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③ グループ作成(教員のみ)：グループ名を設定し、新たなグループを作成します。グル
ープコードは⾃動で発⾏されます。 
 

④ グループに⼊る：グループコードを⼊⼒しグループに参加します。 
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(ix) メーセージの送信（教員のみ） 

 
 
 グループ画⾯でメッセージを送りたい⽣徒またはグループ選び マークをクリックする
とメッセージ送信画⾯に移動します。 
 
1 メッセージの検索、並べ替えが可能です。 
2 ⽣徒がメッセージを確認し、「チェック」をクリックすると「⽣徒の確認」欄に⽇時

が記録されます。 
3 受信者を確認し、メッセージを⼊⼒します 
⭐削除したメッセージはサーバに保存されていますが、戻すことはできません。 
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